
セルフ・ネグレクト研究

【 文部科学省科学研究費助成事業 研究成果 】研究代表者 岸 恵美子（東邦大学看護学部・東邦大学大学院看護学研究科 教授）
・若年のセルフ・ネグレクトに対応するアセスメントツールと介入プログラムの開発，平成28～30年度，科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ）
・セルフ・ネグレクト高齢者への効果的な介入・支援とその評価に関する実践的研究，平成24～28年度，科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ）

アセスメント・支援ツールのご紹介

アセスメントツール・支援ツールの位置づけ

• 個別支援の展開時に用いるツールとして、5種類の「アセスメントツール」と3種類の「支援ツール」を作
成した。

• アセスメントツールは、現状から“アセスメントして判断”するために必要な情報を整理し、現状を見える化
できることが特徴である。

• 支援ツールは、本人やその家族、地域住民等と直接関わって情報収集したり、支援・対応を検討するため
のツールである。

• 支援ツールは、セルフ・ネグレクトの人やその家族に対してどのような支援を実施するのか、相談者や近
隣住民にどのような姿勢・態度で対応するのかといった、具体的な支援方法のプロセスが示されている。

• アセスメントツール・支援ツールは、事例把握・現状把握から支援計画の立案、実施、評価、モニタリン
グ、計画の見直しというPDCAサイクルの中で活用する。

セルフ・ネグレクトのアセスメントツールの構造

表１. サインシート

表２. スクリーニング５項目

表３. アセスメントシート

表４. 深刻度アセスメントシート

表５. 近隣への影響アセスメントシート

セルフ・ネグレクト状態の兆候が
あるかを見つける

事例の深刻度をアセスメントする

セルフ・ネグレクトの可能性が
あるかを見分ける

事例の強みと弱みを整理し、
支援の方向性を見える化する

近隣への影響をアセスメントする

セルフ・ネグレクトの支援ツールの構造

表７．把握・見守り期の支援ツール

表８．初動期の支援ツール

表９．展開期の支援ツール

表6．支援評価表

支援ツールは、支援プロセスに沿って
3種類がある

支援内容やアセスメント結果を、セルフ・ネグレクト改善の視点から評価する

支援ツールは、本人やその家族、
地域住民等と直接関わって情報収取したり、
支援・対応を検討するためのツールである

セルフ・ネグレクトのアセスメント・支援ツール 詳しい情報はこちら
岸恵美子 編 (2021) セルフ・ネグレクトのアセスメントとケア ツールを活用したゴミ屋敷・支援拒否・
8050問題への対応．中央法規出版.
https://www.chuohoki.co.jp/products/medical/8331/ (書籍のページにリンクしています)

https://www.chuohoki.co.jp/products/medical/8331/





















